
シンポジウム社会保障の明日を考えるin北海道 

 

【登壇者プロフィール】 
 

 

宮本 太郎 （みやもと たろう） 氏 

北海道大学大学院法学研究科教授 

北海道大学高等法政教育研究センター・センター長 

1958年東京都生まれ。比較政治学、福祉政策論専攻。政治学博士。中央大学大学院法学研究科博士課程修

了。立命館大学法学部助教授、ストックホルム大学客員研究員、スウェーデン労働生活研究機構客員研究員、

立命館大学政策科学部教授などを経て、2002年より現職。単著に『生活保障 排除しない社会へ』（岩波新書）、

『福祉国家という戦略 スウェーデンモデルの政治経済学』（法律文化社）、編著に『自壊社会からの脱却 もう

一つの日本への構想』（岩波書店）、『社会保障 セキュリティの構造転換へ』（岩波書店）、『脱「格差社会」へ

の戦略』（岩波書店）、『働く 雇用と社会保障の政治学』（風行社）、『比較福祉政治』（早稲田大学出版部）、

『市民社会民主主義への挑戦』（日本経済評論社）ほか多数。安心社会実現会議委員、内閣府参与、総務省

顧問、成長戦略実現会議委員など歴任、現在、社会保障改革に関する有識者検討会座長、社会保障改革に

関する集中検討会議幹事委員、雇用戦略対話有識者委員、男女共同参画会議議員、労働政策審議会委員、

中央教育審議会委員、日本学術会議連携会員などつとめる。 

 

 

畑 俊一 （はた しゅんいち）氏 

北海道医師会 副会長 

1944 年樺太(現在のサハリン)生まれ。1968 年北海道大学医学部卒業。北海道大学病院付属第二内科にて、

診療・教育・研究に従事。アメリカ、テキサス大学留学後、福島県立医大第三内科助教授を勤める。1988 年 12

月に畑俊一内科を開業する。 

 

 

須藤 臣 （すどう とみ）氏 
ファイナンシャルプランナー 

北海道生まれ。北海道銀行、大手不動産会社勤務の後、1996 年からフリーのファイナンシャルプランナーと 

して独立。講演、個人相談の他、テレビ・ラジオにも数多く出演中。 

 

 

茶木 一範 （ちゃき かずのり） 

北海道新聞社編集局生活部長 

 

 

峰崎 直樹 （みねざき なおき）    

内閣官房参与     

1967 年一橋大学経済学部卒業。1969 年一橋大学大学院経済学研究科修士課程修了。鉄鋼労連、自治労全

道庁労働組合、自治労北海道本部を経て、1992 年～2010 年参議院議員。2009 年財務省副大臣（～2010 年）。

2010 年内閣官房参与（現職）、政府・与党社会保障改革本部事務局長（現職）。 

 

 

中村 秀一（なかむら しゅういち） 

内閣官房社会保障改革担当室長 

1973 年 東京大学法学部卒業、厚生省入省 

2001 年 厚生労働省大臣官房審議官（医療保険、医政担当） 

2002 年 厚生労働省老健局長 

2005 年 厚生労働省社会・援護局長 

2010 年 内閣官房社会保障改革担当室長（現職） 

 


